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2025 年度 工学部 アセスメントプラン 

 
１．工学部全体のアセスメントプラン 
(1) 実施・検証組織 

各学科主任・教務委員からの回答に基づき学部長が取り纏め、教授会へ報告。 
 

(2) 評価に用いるデータ・指標値 
 

表 1.1 工学部全体のアセスメントに用いるデータ・指標値 
AP ・各学科 AP のアセスメント結果に基づき、基礎学力、数理的な思考力やコミュニケーション力を有し、持続可能で住みよい社会の実現に関心があ

る人を選抜しているかを確認する。 
・「私立大学等改革総合支援事業質問項目」タイプ 1―⑭～㉓について評価する。 
・高大連携に関する取り組みについて、対象高、参加人数等も含めて具体的に評価する。 

DP ・各学科 DP のアセスメント結果に基づき、所定の単位を所定の期間で修得し、現代社会の直面する諸課題の解決に貢献できる知識と能力を身につ

けた者に学士の学位を授与しているかどうか確認する。 
・学修成果や教育成果を可視化する方法、到達目標の構造・体系について評価する。 
・本学の「ミッション・ビジョン」と各学科 DP、学部 DP との整合性について評価する。 
・DP がどのように学生に周知されているか評価する。 

CP ・各学科 CP のアセスメント結果に加えて、CP の記述に対応して、以下の科目が適正に配置されているか確認する。 
 ①1 年次には大学生にふさわしい見識と豊かな人間性を養うための科目と専門分野の入門的な科目 
 ②2 年次以降は学科特性に応じた専門的知識と応用力を涵養するための科目 
 ③技術者として必要な道義性・倫理観を養う科目 
 ④技術者としての素養を身につけるための実験・実習・演習科目 
・入学前教育・初年次教育・キャリア教育の具体的な実施状況を評価する。 
・ICT を利用した授業展開や導入済のソフトウエアを活用した取り組みを評価する。 
・GPA 活用に関する取り組み状況を評価する。 
・学外の各種協議会・コンソーシアム等への参加を通じた教育活動等の改善の状況を評価する。 
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２．各学科のアセスメントプラン 
 
 表 2.1 AP：入学者選抜の内容・実施状況の検証 ※実施・検証組織：各学科会議 

学科 対象 内容 
社会環境 
工学科 

AP の公開 
各種入学選抜結果 
新入生ガイダンス 
１年次導入科目 

AP-1．アドミッションポリシーを公開し、一般選抜では数学、英語を必修科目とし、大学入学共通テスト利用選抜では数学、理科について AP に沿う生
徒を受け入れている。 
AP-2．学校推薦型選抜では小論文・志望理由書で AP の理解度と意欲を数値で評価している。また、個人面接において「高校での履修状況」を具体
的に試問して点数化している。 
AP-3．入学直後のガイダンスで学科の目指す技術者像を説明して理解を促している。 
AP-4．ＣＥ基礎セミナー科目を学科の専門科目担当全教員で担当して、基本的的能力や知識の確認と専門科目へ導入を行っている。 

建築学科 一般選抜 英語と数学に加えて選択問題（国語、理科）のテストの結果により、本学科のＡＰに則した基礎学力を身に付けているか否かの判断を行う 
 大学入学共通テスト

利用選抜 
英語、国語、地理歴史、公民、数学、理科（物理、化学、生物、地学から選択）のテストの結果により、本学科のＡＰに則した基礎学力を身に付けている
か否かの判断を行う 

 学校推薦型選抜 
（指定校制） 

高校生活の中で主体的に協働して取り組んだ学習や活動および入学後の抱負を述べた手書きの事前作文に基づき、コミュニケーション能力や協調
性、主体性や表現力を審査すると共に、口頭試問において、ＡＰに示した建築に関する三つの指向に対する問題意識の高さと意志の強さを評価する
ために、建築学科の志望理由や推薦されたことの自覚等を問い、点数化した結果をもとに判断する 

 学校推薦型選抜 
（公募制） 

口頭試問時に「建築の三大要素といわれる強・用・美についての視点を踏まえたこれからの建築に対するご自身の考え・思い」を記した手書きの事前
提出資料に基づくプレゼンテーションと質疑応答を実施し、ＡＰに示したコミュニケーション能力や協調性、主体性や表現力、建築に関する問題意識の
高さと意志の強さ等を評価し、点数化した結果をもとに判断する 

 特別選抜 口頭試問において、学力の３要素や、ＡＰに示したコミュニケーション能力や協調性、主体性や表現力、建築に関する三つの指向に対する問題意識の
高さと意志の強さ等を問うために、これまでの成功体験と失敗体験、建築学科を志した動機、好きな都市や建築物、本学本学科と他大学の建築学科
の違い等を質問し、点数化した結果をもとに判断する 

電子情報 
工学科 

一般選抜 試験科目の確認 

 大学入学共通テスト
利用選抜 

試験科目の確認 

 学校推薦型選抜 出願書類審査の内容、口頭試問の内容、アドミッションポリシーの理解度の確認 
 特別選抜 出願書類審査、日本語作文または日本留学試験の審査、口頭試問の内容 
生命 
工学科 各種入学選抜結果 入学直後の学生に対して自前の専門分野の問題を出題し、得点率からどの入学選抜方法でも一定の学力を持った学生が入学しているかどうかを学

科会議で確認 
 
 
 表 2.2 DP 及び CP：各学科のアセスメントに用いるデータ・指標値 ※実施・検証組織：各学科会議 

学科 DP の
内容  CP（到達目標） 客観データ 主観データ 

社会環境 
工学科 

DP1 

技術者の人間形成の質する
幅広い教養、倫理観、コミュ
ニケーション能力 

CP-1．人文・社会科学の知的基盤を築き、社会人としての
豊かな素養および技術者としての倫理観を身に付ける。 
CP-2． 自ら考えて問題に取り組む自己学習の習慣・能力を
身に付け、互いの創意工夫により問題解決を図り、成果とし
てまとめる協調性やリーダーシップを養う。 
CP-3．論理的な記述、口頭発表や討論などのプレゼンテー
ション能力および国際交流を図れるコミュニケーションの基
礎能力を身に付ける。 

CP-1、2、3 に該当する科目の
成績分布および単位取得率、
JABEE に認定された学習・教
育 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価
（SAP） 

CP-1、2、3 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 

DP2 

専門技術者として要求される
基礎能力 

CP-4．数学、統計学および物理、化学、生物、地学などの
自然科学および情報技術に関する基礎能力を身に付ける。 
CP-5．構造力学、土質工学、水理学、測量学、計画数理学
などに関する専門分野の基礎を修得し、演習、実習および
実験などを通じてそれらの理解度や工学的考察能力を高め 

CP-4、5、6 に該当する科目の
成績分布および単位取得率、 
JABEE に認定された学習・教
育 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価
（SAP） 

CP-4、5、6 に該当する科目の授
業改善アンケート 
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る。 
CP-6．専門分野における調査、計画、設計、施工に関する
基本的な技術を修得し、実務に対する適応力および探究心
を養う。 

 

DP3 

自然環境ならびに地域特性
を考慮した社会の要求に応
える能力 

CP-7．プロジェクトを遂行する上で必要となる基礎と専門の
知識を有機的に展開して、創造的な計画能力と分析能力を
身に付ける。 
CP-8．自然と人間生活の調和・共存をめざし、循環型社会
システムを築くための環境技術を理解する． 
CP-9．北海道の地域特性を考慮し、社会基盤施設の劣化
など、身の回りにあるリスクを理解し事前に適切な対策をとる
ことにより、持続可能な社会を建設し管理する技術を身につ
ける． 

CP-7、8、9 に該当する科目の
成績分布および単位取得率、 
JABEE に認定された学習・教
育 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価
（SAP） 

CP-7、8、9 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 

全体 ― ― 

JABEE に認定された学習・教
育 到 達 目 標 の 達 成 度 評 価
（SAP） 、GPA 分布、卒業率、
就職率、進学率 

卒業時アンケート 
 
 

建築学科 
DP1 

学士としての基礎的な知識
や一般的な教養を身に着け
ている 

CP-1.様々な学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリテラ
シーを身に着ける 
CP-2.一般的・普遍的な教養を身に着ける 

CP-1、2 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-1、2 に該当する科目の授業
改善アンケート 

 DP2 建築技術者としての高い倫
理観を身に着けている 

CP-3.建築に携わる人間としての高い社会性を習得し、直面
する倫理的問題に対応できる 

CP-3 に該当する科目の成績分
布および単位取得率 

CP-3 に該当する科目の授業改
善アンケート 

 
DP3 

地域社会と連携していける能
力を身に着けている 

CP-4.異なる価値観や文化を理解・尊重し、自らを取り巻く
地域社会あるいはグローバル社会と主体的に連携・協働を
図り、社会の発展に貢献できる 

CP-4 に該当する科目の成績分
布および単位取得率 

CP-4 に該当する科目の授業改
善アンケート 

 

DP4 

空間デザイン、環境デザイ
ン、システムデザインの各系
において高度な専門知識を
身に着けている 

CP-5.建築・都市を形成・維持するための基礎的な倫理的思
考・技術を理解し、習得する 
CP-6.自己の考え・提案をわかりやすく主体的に説明・表現
し、議論を通してそれらを向上させる方法を習得する 
CP-7.身に着けた基礎知識・技術を応用しながら、常に多角
的な視点・分析に基づいて新たな課題を発見し、課題解決
のための情報を倫理的に分析し、課題解決の提案を試みる
ことができる 
CP-8.多様化・複合化する建築・都市への要求性能に対応
できるよう、新たな視点から既存の技術を発展させる能力を
習得する 
CP-9.空間デザイン、環境デザイン、システムデザイン各系
の視点を総合し、社会ニーズに対応した建築・都市を創造
することができる（DP5 のみ） 

CP-5 から 8 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-5 から 8 に該当する科目の授
業改善アンケート 
 
 
 
 

 

DP5 

空間デザイン、環境デザイ
ン、システムデザインの全て
の系を対象として総合的な視
野を持って融合し、活用でき
る高度な専門知識を身に着
けている 

CP-5 から 9 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 
 
 

CP-5 から 9 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 

全体 ― ― 

GPA 分布、卒業率、就職率、
進学率 
GPS Academic（ 思 考 力 、 姿
勢・態度） 

卒業時アンケート 
GPS Academic（経験） 

電子情報 
工学科 DP1 

学士としての基礎的な知識
や一般的な教養を身につけ
ていること。 

CP-1. さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリ
テラシーを習得する。 
CP-2. 一般的・普遍的な教養を身につける。 

CP-1、2 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-1、2 に該当する科目の授業
改善アンケート 

 

DP2 

電子工学と情報工学に関す
る基礎から応用に至る幅広
い専門知識を身につけてい
ること。 

CP-3. 数理法則の基礎概念と自然科学に関する基礎知識を
身につける。 
CP-4. 電子工学に関する基礎から応用に至る幅広い専門知
識を身につける。 
CP-5. 情報工学に関する基礎から応用に至る幅広い専門知

CP-3~5 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-3~5 に該当する科目の授業
改善アンケート 
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識を身につける。 
 

DP3 

社会の要求を踏まえて専門
的課題を設定し、解決できる
こと。 

CP-6. 習得した専門知識と自らの判断能力を駆使して、専
門的課題を解決する。 
CP-7. 社会の要求を踏まえて課題を設定し、解決までの道
筋をデザインする。 

CP-6、7 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-6、7 に該当する科目の授業
改善アンケート 

 

DP4 

自らの創造力や他者との論
理的なコミュニケーションを通
して、新しい技術を生み出せ
ること。 

CP-8. 論理的な記述や口頭発表、討議を通して相手と正し
く理解し合える。 
CP-9. 創造性豊かな専門能力を備え、新しい技術を生み出
せる。 

CP-8、9 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-8、9 に該当する科目の授業
改善アンケート 

 

DP5 

科学技術の発展に熱意を持
ち、かつ電子情報技術者とし
て社会に対する責任を自覚
していること。 

CP-10. 自然環境や生活の豊かさに配慮した科学技術の発
展に熱意を持つ。 
CP-11. 電子情報技術者として倫理観を持ち、社会に対する
責任を自覚する。 

CP-10、11 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-10、11 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 

全体 ― ― 

GPA 分布、卒業率、就職率、 
進学率、 
GPS Academic（ 思 考 力 、 態
度・姿勢） 

卒業時アンケート 
GPS Academic（経験） 

生命 
工学科 DP1 

学士としての基礎的な知識
や一般的な教養を身につけ
ている 

CP-1.さまざまな学修に通じる基礎的な知識やスキル及びリ
テラシーを習得している 
CP-2.一般的・普遍的な教養を身につけている 

CP-1、2 に該当する科目の成
績分布および単位取得率 

CP-1、2 に該当する科目の授業
改善アンケート 

 

DP2 

生命科学と情報工学の両分
野にまたがる高度な専門知
識と工学基礎技術を習得し
ている 

CP-3.分子生物学や細胞生物学に強い関心を持ち、最新バ
イオテクノロジーの開発に資する能力を習得している（DP2
～DP4) 
CP-4.専門的情報技術に強い関心を持ち、高度な知識情報
システムを設計・開発できる能力を習得している（DP2～
DP4) 
CP-5.工学基礎理論に関する知識を身につけることで、目的
に応じて基礎技術を活用する能力を習得している（DP2～
DP4) 
CP-6.生命科学と情報工学に対する深い理解に基づき、未
来世代に対する責任を意識した高い倫理観を有している
（DP3～DP5) 
CP-7.生命科学と情報工学が切り拓く最先端テクノロジーの
多様性と生命環境に及ぼす影響・効果を見通す能力を習得
している（DP3～DP5) 
CP-8.未知の分野を積極的に開拓するための課題発見力・
洞察力を習得している（DP4) 
CP-9.グローバルな視点から広く総合的・論理的に物事を判
断し、批判する能力を習得している（DP4) 
CP-10.他者との協働において自分の持つ情報や意見を他
者にわかりやすく伝える能力を習得している（DP5) 
CP-11.他者の協働において他者の発信した情報や意見を
理解し尊重する能力を習得している（DP5) 
CP-12.他者との協働において当事者意識を持って自主的・
積極的に行動できる（DP5) 

CP-3 から 5 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-3 から 5 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 
DP3 

生命と情報に対する幅広い
洞察力と生命・環境への高い
倫理観を併せ持っている 

CP-3 から 7 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-3 から 7 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 
DP4 

既成概念にとらわれずに新し
い技術分野に積極的に挑戦
することができる 

CP-3 から 9 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-3 から 9 に該当する科目の授
業改善アンケート 

 

DP5 

他者との協働においてコミュ
ニケーション能力、プレゼン
テーション能力、自主性や協
調性に基づいて適切に行動
することができる 

CP-6 から 12 に該当する科目の
成績分布および単位取得率 

CP-6 から 12 に該当する科目の
授業改善アンケート 

 

全体 ― ― 

GPA 分布、卒業率、就職率、
進学率、 
GPS Academic（ 思 考 力 、 姿
勢・態度） 

卒業時アンケート、 
GPS Academic（経験） 
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